
　10月 13 日（木）、第１回とっとり弥生の王国調査整備
活用委員会を開催しました。この委員会では、鳥取県が誇
る青谷上寺地遺跡と妻木晩田遺跡の調査・研究、そして整
備・活用について、いろいろな検討を行います。青谷上寺
地遺跡の整備や活用については「人の五感にうったえかけ
るような整備を目指してほしい」など、たくさんの貴重な
アドバイスをいただきました。これから本格的に青谷上寺
地遺跡の楽しみ方を探っていく予定です。
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　いよいよ検討がスタート！　　
青谷上寺地遺跡の整備に向けて　
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を開催
　　　しました

発
掘
調
査
公
開
中
！

出土した銅鏃を観察（青谷小学校５年生）

発掘調査を見学できます！お気軽にお声かけ
ください ( 平日のみ・雨天中止・11 月末まで )

青谷上寺地遺跡の調査を視察する委員

た
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も
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逃
せ
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せ
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査
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。

　
十
一
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十
二
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（
土
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後
一
時
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現

地
説
明
会
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行
い
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。
皆
さ
ま
の
お
越
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お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

いろいろな形をした銅鏃。「あかがね」色の輝きをとどめたも
のも（写真中央の銅鏃）。
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